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Ⅲ.6-1 豊島の島内道路を活用した廃棄物等の輸送・運搬に関するマニュアル 

 

１．趣旨 

今後の豊島事業において、廃棄物等（豊島処分地において新たに見つかった廃棄物

や地下水浄化対策に伴う資材や土壌等をいう。以下同じ。）の輸送・運搬が想定され

ている。 

廃棄物等の輸送・運搬に当たっては、これまでの豊島事業での基本的な対応や今後

の豊島廃棄物等処理関連施設の撤去等に関する基本方針及び基本計画を踏まえ作成

した「Ⅲ.2-2 第Ⅱ期工事等における施設撤去廃棄物等の分別確認と払出し・処理委

託マニュアル」における対応と同様に、専用桟橋を活用する等、可能な限り豊島の島

内道路を使用しない経路を選定するが、下記の条件を満たす範囲で、豊島の島内道路

を使用するものとする。 

本マニュアルは、豊島の島内道路を使用した廃棄物等の輸送・運搬の方法について

定めるものである。 

 

２．豊島の島内道路を使用する際の条件 

豊島の島内道路を使用して廃棄物等の輸送・運搬を行う際の条件は、以下のとお

りとする。 

１） 原則として、１日当たり１０ｔトラック２台かつ 1 ヶ月当たり１０ｔトラック

１５台までの輸送・運搬を行う場合。 

２） 緊急に輸送・運搬を行う必要がある場合。 

 

３．輸送・運搬の方法 

輸送・運搬を行う際には、以下のとおり対応するものとする。 

１） 輸送・運搬にあたっては、原則、図１に示す島内道路を使用する。 

２） あらかじめ、予定している輸送・運搬の量と方法の概要を関係者に示して協議し、

運搬計画を立案する。 

３） また、実施前には具体的な輸送・運搬の量と方法（①対象物の種類、②輸送・運

搬の量及び車両台数、頻度、③荷姿、④経路、⑤日程等）について関係者に連絡

する。 

４） 輸送・運搬に当たっては、関係法令を遵守するほか、可能な限り騒音対策や粉じ

ん及び悪臭の飛散防止対策を講じる。 

５） 緊急に輸送・運搬を行う必要がある場合には、関係者と協議・調整の上、具体的

な輸送・運搬の量と方法を決定する。  
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注：この地図は、国土地理院の電子国土基本図を使用したものである。 

図１ 輸送・運搬を行う島内道路 


